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紀
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こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
城
跡
は
、ど
れ
も
江
戸
時
代
以
降
に
何
ら
か
の
地
誌
類

や
郷
土
史
関
係
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
今
回
の
篝
ヶ
城
は
地
元
伝
承
の

み
で
、ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
文
字
通
り
の「
謎
の
城
」で
す
。地
元
の
方
の
ご
教

示
を
頼
り
に
登
っ
て
み
る
と
、非
常
に
珍
し
い
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　
学
芸
員
　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
三
十
五
回

編
集
後
記

　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
係
は
森
本
が
企
画
調
整
係

に
異
動
し
、
浮
田
・
稲
田
・
田
村
の
「
田

繋
が
り
３
名
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
分
を
新
た
に
一
年
間
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

（
浮
田
）

　

家
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
生

の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
家
を
持
ち
た
い
と
思
い

な
が
ら
も
、
様
々
な
要
因
を
考
え
て
、

踏
み
出
せ
ず
に
い
る
人
が
多
く
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

実
は
、
僕
も
そ
の
内
の
一
人
だ
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
取
材
し
た
方
々
の
、

新
し
い
家
で
幸
せ
そ
う
に
暮
ら
し
て
い

る
様
子
を
見
て
、「
若
い
う
ち
に
家
を

建
て
る
の
も
い
い
な
」
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
家
、
家
族
と
の
思
い
出
を
刻

む
場
所
。
自
ら
と
家
族
の
帰
る
家
を
持

っ
て
、
日
々
生
活
で
き
る
な
ん
て
「
素

敵
な
ん
だ
ろ
う
な
」
と
思
い
ま
す
。

（
稲
田
）

　

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す

が
、
私
も
縁
あ
っ
て
４
月
か
ら
広
報
あ

き
た
か
た
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
広
報
紙
作
り
に
携
わ
る
こ

と
で
私
自
身
も
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
村
）

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
４
６
７
ｍ
、比
高
／
１
５
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城
　
主
／
不
明

登
城
時
間
／
南
山
麓
か
ら
約
25
分

篝
ヶ
城

か
が
り

が

じ
ょ
う

《
美
土
里
町
横
田
》

立
地
：
中
国
自
動
車
道
の
脇
、横
田
地
域
を
見
下
ろ
す
山
頂
部
に
築
か
れ
、西
麓
に
は
瀬
木
峠
を

越
え
て
吉
田
へ
向
か
う
道
が
通
り
ま
す
。地
元
で
は
、名
前
の
通
り
連
絡
の
た
め
に
篝
火

（
烽
火
）を
焚
き
、塩
瀬
の
火
神
山
城
と
郡
山
城
を
繋
ぐ
城
で
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
が
、

こ
の
城
か
ら
は
そ
の
ど
ち
ら
の
方
向
に
も
見
通
し
は
利
き
ま
せ
ん
。

歴
史
：
こ
の
城
は
記
録
に
は
一
切
現
れ
ま
せ
ん
。横
田
地
域
は
戦
国
初
期
に
は
高
橋
氏
、そ
れ
以

後
は
毛
利
氏
の
支
配
下
に
あ
り
、高
橋
氏
や
毛
利
氏
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

城
跡
： 

①
を
中
心
に
東
西
方
向
に
数
段
の
小
さ
な
郭
が
築
か
れ
、そ
の
周
囲
に
は
、放
射
状
に
約

20
本
の
竪
堀
群
、通
称「
畝
状
竪
堀
群
」が
確
認
で
き
ま
す
。こ
れ
は
斜
面
を
登
る
敵
兵
の

横
の
移
動
を
妨
げ
、分
断
さ
せ
て
堀
底
に
誘
導
し
、一
気
に
迎
撃
す
る
戦
国
山
城
特
有
の

強
力
な
防
御
施
設
で
す
。安
芸
高
田
市
内
の
城
跡
で
も
数
例
確
認
で
き
ま
す
が
、こ
の
城

の
よ
う
に
城
の
周
囲
を
覆
い
尽
す
ほ
ど
の
も
の
は
極
め
て
稀
で
す
。単
な
る
烽
火
台
に
し

て
は
異
常
な
数
の
竪
堀
で
、小
規
模
な
が
ら
非
常
に
防
御
意
識
の
強
い
城
と
い
え
ま
す
。

考
察
：
本
村
川
を
挟
ん
で
2.5
㎞
離
れ
た
高
橋
氏
の
拠
点
、松
尾
城
を
望
む
こ
と
が
で
き
、南
か
ら

の
攻
撃
を
想
定
し
て
い
な
い
立
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、毛
利
氏
の
城
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

だ
と
す
る
と
、松
尾
城
を
攻
め
た（
１
５
３
０
年
頃
）際
の
毛
利
軍
の
陣
城
か
、高
橋
氏
滅

亡
後
に
尼
子
勢
力
圏
の
石
見
か
ら
吉
田
へ
の
ル
ー
ト
を
監
視
す
る
城
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

か
が
り
び

の
ろ
　

し

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

2本に分かれた竪堀（南側より撮影）

篝ヶ城遠望（北側より撮影）周辺位置図

篝ヶ城略測図（作図　秋本哲治）
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衛生費
１６億４,３６１万円

（7.9％）
公債費

３８億６,１３６万円
（18.4％）

民生費
５７億７０２万９千円

（27.2％）

教育費
１４億４,８９９万５千円

（6.9％）

総務費
４５億３,２７６万５千円

（21.6％）

農林水産業費
１４億５,５３４万円

（7.0％）

消防費
６億５,５６１万２千円（3.1％）

議会費
２億８８４万４千円（1.0％）

土木費　　　　　　
１２億８,１０９万６千円

（6.1％）

その他　　　　　　　　
１億６,４３４万９千円（0.8％）
商工費、予備費、災害復旧費、労働費
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一般会計　歳出
209億5,900万円

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
通
じ
て
財
政
健
全
化
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
方
針

と
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
、
２

０
９
億
５
、
９
０
０
万
円
（
対
前
年
度
比

11
・
０
％
減
）、
11
の
特
別
会
計
は
、
合
計

１
１
３
億
３
、
１
８
１
万
７
千
円
（
対
前
年

度
比
２
・
０
％
増
）、
水
道
事
業
会
計
は
、

４
億
９
、
０
５
６
万
４
千
円
（
対
前
年
度
比

２
・
７
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、
葬
斎

場
施
設
整
備
事
業
、
土
師
ダ
ム
周
辺
整
備
事

業
な
ど
の
大
型
の
建
設
事
業
が
完
了
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
の

増
に
つ
き
ま
し
て
は
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
に
お
け
る
施
設
建
設
費
の
増
や
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
お
け
る
退
職
被
保

険
者
等
療
養
給
付
費
の
増
に
よ
る
も
の
で

す
。水
道
事
業
会
計
の
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、

配
水
施
設
新
設
改
良
費
の
減
に
よ
る
も
の
で

す
。

め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

所
得
税
、
酒
税
、
法
人
税
、
消
費

税
、
た
ば
こ
税
の
５
税
が
原
資
。

●
市
債

　

公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た

め
に
必
要
な
お
金
を
国
な
ど
か
ら

調
達
す
る
借
金
。

●
国
庫
支
出
金

　

市
が
行
な
う
仕
事
に
対
し
て
必

要
性
に
応
じ
て
国
か
ら
支
給
さ
れ

る
お
金
。

●
県
支
出
金

　

市
が
行
な
う
仕
事
に
対
し
て
必

要
性
に
応
じ
て
県
か
ら
支
給
さ
れ

る
お
金
。

●
地
方
消
費
税
交
付
金

　

消
費
税
の
５
分
の
１
が
県
と
市

町
村
に
交
付
さ
れ
る
。交
付
額
は
、

人
口
と
従
業
者
数
を
基
準
に
配
分
。

　用語解説【歳出】
●総務費
　企画、財政、電算処理、税の賦課、
戸籍、選挙など一般的な行政事務の経
費。
●民生費
　社会福祉、身体障害者、高齢者、児
童福祉など福祉の全般的な経費。
●公債費
　市が借りたお金（借金）の返済経費。
●農林水産業費
　農業、林業、水産業の振興のための
経費。
●教育費
　幼稚園、小中学校など教育に関係す
る経費と生涯学習や公民館、運動公園、
資料館などの経費。
●衛生費
　保健事業、環境に関する経費。
●土木費
　道路や河川、公営住宅の建設、整備、
維持のための経費。
●消防費
　消防や火災予防に関係する経費。
●議会費
　議会の活動に必要な経費。

会　計　別　予　算

会　計　名 予　算　額
一 般 会 計 209億5,900万円
特 別 会 計（ 合 計 ） 113億3,181万7千円
国民健康保険特別会計 41億9万3千円
後期高齢者医療特別会計 4億4,447万3千円
介護保険特別会計 42億5,087万5千円
介護サービス特別会計 4,905万1千円
公共下水道事業特別会計 4億4,406万9千円
特定環境保全公共下水道事業特別会計 4億1,003万7千円
農業集落排水事業特別会計 4億1,994万6千円
浄化槽整備事業特別会計 3億5,746万5千円
コミュニティ・プラント整備事業特別会計 1,025万5千円
簡易水道事業特別会計 8億3,061万円
飲料水供給事業特別会計 1,494万3千円
合　　計 322億9,081万7千円

●企業会計
水道事業会計 4億9,056万4千円

7

市税
32億9,920万円
（15.7%）

分担金及び負担金
2億8,299万4千円

（1.4%）

県支出金　　　　
15億6,544万2千円

（7.5％）

国庫支出金
13億9,989万3千円

（6.7％）

2億8,804万1千円
（1.4％）

地方消費税交付金

3億3,368万6千円
（1.6％）

その他

地方譲与税、
自動車取得税交付金など

地方交付税
100億8,400万円

（48.1%）

市債
29億2,800万円
（14.0%）
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一般会計　歳入
209億5,900万円

20.7
自主財源
（20.7％）

79.3
依存財源
（79.3％）

使用料及び手数料
3億4,369万8千円

（1.6%）

繰入金
5,230万6千円

（0.2%）

諸収入
2億2,286万2千円

（1.1%）

その他
1億5,887万8千円

（0.7％）
繰越金、財産収入、寄附金

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
税
収
は
減
少
し

続
け
、
財
源
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
も
、
合
併
特
例
加
算
措
置
の

段
階
的
減
額
が
始
ま
る
平
成
26
年
度
ま
で
残

す
と
こ
ろ
１
年
と
な
り
、
今
後
の
財
政
運
営

は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歳
入
の
大
幅
な
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
非
常

に
大
き
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
民

間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
積
極
的
に
移

管
・
委
託
す
る
第
2
次
行
政
改
革
を
一
層
推

進
し
、経
常
経
費
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、

互
助
・
共
助
を
柱
と
す
る「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー

構
想
」
を
始
め
と
し
た
、
地
域
で
の
活
動
を

通
じ
て
隣
近
所
と
支
え
合
っ
て
い
く
社
会
を

築
く
取
組
み
を
強
化
し
、
行
政
コ
ス
ト
の
抑

制
縮
減
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
の
両

立
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
大

型
建
設
事
業
に
、
一
定
の
目
途
が
立
つ
状
況

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ

ラ
を
活
用
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
重
点
を

置
く
「
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
の
転
換
」
が
、

こ
れ
か
ら
の
本
市
の
課
題
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
編
成

に
お
い
て
は
、
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ

た
大
型
建
設
事
業
を
着
実
に
仕
上
げ
る
と
と

も
に
、「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
に
基
づ

き
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
つ
つ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
の
一
層
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
今
後
も
、
安
芸
高
田
市

が
活
力
を
保
ち
発
展
で
き
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
に
繋
が
る
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
む

一
方
、
内
部
管
理
経
費
の
縮
減
、
民
間
へ
の

移
管
・
委
託
の
推
進
、
歳
入
の
確
保
な
ど
、

用
語
解
説
【
歳
入
】

●
自
主
財
源

　

市
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
、財
産
収
入
、

繰
入
金
、
諸
収
入
な
ど
、
自
主
的

に
収
入
す
る
財
源
。

●
依
存
財
源

　

地
方
交
付
税
、
市
債
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
譲
与
税

な
ど
、
自
主
財
源
以
外
の
収
入
。

●
市
税

　

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
市
が
課

税
徴
収
す
る
税
金
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金

　

保
育
料
や
特
定
の
事
業
に
対
す

る
収
入
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料

　

市
が
管
理
し
て
い
る
施
設
を
利
用

す
る
際
の
お
金
や
、
市
が
行
う
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
お
金
な
ど
。

●
繰
入
金

　

資
金
運
用
の
方
法
と
し
て
特
別

会
計
、
企
業
会
計
、
基
金
か
ら
、

受
け
入
れ
る
と
き
の
収
入
。

●
諸
収
入

　

預
金
の
利
子
や
貸
付
金
に
対
す

る
償
還
金
な
ど
。

●
地
方
交
付
税

　

ど
の
ま
ち
で
も
一
定
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
市
町

村
間
の
財
政
力
の
差
を
な
く
す
た

平
成
25
年
度 

予 

算

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
２
０
９
億
５
，
９
０
０
万
円
で
、

前
年
度
予
算
と
比
べ
て
み
る
と
２
５
億
８
，
５
０
０
万
円
（
11
％
減
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
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多彩な生産と交流の
まちづくり

人と環境にやさしいまちづくり

保健・医療の充実

交流ネットワークづくり

産業の振興
重点　ジビエ特産化事業
　　　　 　505万4千円
有害鳥獣の肉（ジビエ）の有効活用研究及び
商品開発

重点　農業の担い手育成支援
地域の基幹産業である農業の担い手を育成
　　　・農地集積推進事業
　　　　　 　500万円
「人・農地プラン」を作成した集落で担い手
に農地を預け、経営転換を図る農家へ補助
新規　・新規就農総合支援事業
　　　　　 　1,500万円
「人・農地プラン」に位置づけられた青年
就農者に対する支援
継続　・農業後継者育成支援事業
　　　　　 　287万2千円
市とＪＡが共同拠出し、将来の農業を
支える担い手の育成及び確保のため、
農業技術者大学校の授業料等を助成
継続　・担い手経営強化モデル事業
　　　　　 　1億2,932万6千円
経営力の高い法人等の育成を目指し、
パイプハウス設置の助成や農業への企
業参入を支援

重点　野菜等の産地化・ブランド化
の推進

　　　　 　635万円
野菜などの農作物の生産条件整備やブラン
ド化の推進
　 　
重点　安芸高田市ふるさと応援の会

運営事業
　　　　 　300万円
「安芸高田市ふるさと応援の会」を運営する
ための支援
　 　
重点　観光協会設立支援事業
　　　　 　1,300万円
安芸高田市観光協会の設立を支援
　 　
継続　林道新設改良事業
　　　　 　8,534万円
林道2路線の整備を実施
　 　
継続　有害鳥獣対策
　　　　 　4,407万5千円
有害鳥獣捕獲などに係る委託経費及び防護
柵設置補助

拡充

継続

継続

継続

継続

重点　未来創造事業
　　　　 　7,133万9千円
伝統芸能の神楽と毛利元就等の歴史を中心
とした地域活性化へ向けた取組みの実施

社会全体で支える福祉の充実

環境との共生
継続　再生可能エネルギーの調査研究
　　　　 　294万円
本市の自然豊かな環境を生かした「再生可
能エネルギー」の導入に向けた調査の実施
　 　
継続　太陽光発電システムの促進
　　　　 　375万円
住宅・事業所への太陽光発電システム設置
に対する補助
　 　
継続　資源ごみリサイクルの推進
　　　　 　820万円
資源ごみを回収する団体への補助や、事業
所から回収した古紙を再生し活用するなど
のリサイクル活動の推進

継続

継続

継続

重点　市民総ヘルパー構想
新たな「互助・共助」のかたちを創り出すこと
で、医療・福祉・介護等に必要な費用を抑制し
ながら、公共サービスの維持・向上を目指す。

「健康倍増計画」の推進
新規　・生活習慣病重症化予防事業
　　　　　 　3,119万5千円
若年層の生活習慣病の防止、生活習慣病患
者の重症化の防止のため、医療機関と連
携して対象者の個別指導など対策を実施
　　　・健康づくり推進・啓発事業
　　　　　 　1,410万2千円
健康づくりのため、水泳教室、ウォー
キング大会などの活動及び健康づくり
の啓発行事を実施

「地域介護力」の向上
継続　・生活サポート事業
　　　　　 　897万6千円
在宅で支援を必要とする高齢者・障害者
等に対する見守り等の生活支援を実施
継続　・地域介護予防住民グルー

プの支援
　　　　　 　228万9千円
社会福祉協議会が介護予防のために行
うふれあいサロン活動の支援
継続　・生活･介護サポーター養

成事業
　　　　　 　198万2千円
地域の介護力を高めるために、介護・医
療等に関する講座を開催し、修了者を
生活・介護サポーターとして認定
継続　・家族介護者リフレッシュ

事業
　　　　　 　259万3千円
在宅で介護する家族に対するリフレッ
シュ事業の実施
継続　・家族介護教室事業
　　　　　 　110万円
在宅介護の家族に対して、介護知識や
技術習得のための教室を開催

拡充

継続

継続

継続

継続

継続

新規　乳幼児等医療費助成事業
　　　　 　7,278万4千円
乳幼児及び中学校3年生までの児童に対す
る医療費の助成（助成対象の拡大）
　 　
継続　休日夜間急患センターの運営
　　　　 　2,900万円
吉田総合病院の休日夜間急患センターに対
する財政支援
　 　
継続　救急告示病院の運営
　　　　 　5,000万円
吉田総合病院の救急医療に対する財政支援
　 　
継続　吉田総合病院への助成
　　　　 　3,000万円
吉田総合病院の医療機器更新等に対する助成

継続

継続

継続

ひろしま安芸高田神楽第2回東京公演

人権が大切にされる
地域社会の創造

重点　多文化共生社会の推進
外国人市民と日本人市民が互いの違いを認
め合い、支え合うまちづくりを推進
　　　・多文化共生推進員・相談

員等の配置事業
　　　　 　672万円
多文化共生社会の創造に向けた事業実施の
ための推進員、相談員及び通訳員等の配置
　　　・多文化共生推進のための

事業
　　　　 　166万円
多文化共生交流事業への助成、災害支援、
情報の多言語化、日本語教室の充実等

拡充

拡充

重点　24時間保育の充実
緊急時の預かり保育等、子育て環境の充実
を図り、保護者の負担を軽減
新規　・土曜日終日保育事業
　　　　　 　1,474万7千円
土曜日の終日保育を市内5箇所の公立保
育園で試行開始
継続　・児童館施設、放課後児童

クラブ運営
　　　　　 　7,017万4千円
美土里地域に児童クラブを1施設追加し、
児童館3施設及び児童クラブ11施設を運営
継続　・ファミリーサポート事業
　　　　　 　368万6千円
緊急時の一時預かり・病後児預かり・宿
泊預かりを実施
継続　・子育て支援センター委託事業
　　　　　 　954万円
子育て支援センターでの一時預り・病後
児預りの実施

新規　老人福祉施設整備補助事業
　　　　 　1億5,000万円
高宮美土里福祉会が行う特別養護老人ホー
ム高美園30床の増床工事に関する補助

継続

継続

継続
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快適で賑わいのあるまちづくり心豊かで創造性に
富んだまちづくり

文化・スポーツ・
レクリエーションの振興

重点　甲立古墳の調査
　　　　 　1,443万円
国の史跡指定に向け、古墳の試掘調査を継
続実施
　 　
継続　サンフレッチェ広島・湧永レ

オリック応援事業
　　　　 　458万5千円
サンフレッチェ広島スポンサードゲーム負
担金、湧永レオリック応援バス助成

継続

主要事業の概要

湧永レオリック応援バスツアー

安全で快適な生活環境の創造定住と交流のネットワークづくり

個性あるまちづくりの推進

生涯学習社会の形成・
学校教育の充実

重点　上水道の整備の促進
水の安定供給、未普及地域等の解消を図る
ため、水道施設の整備を推進
新規　・未普及地域の解消
　　　　　 　5,809万2千円
水量の安定供給確保のため、吉田町丹
比・可愛給水区を拡張し、美土里・高宮
給水区への連絡管設置工事に着手
新規　・未給水区域の解消
　　　　　 　1億1,150万円
甲田給水区の未給水区域(山田地域）の解
消のため、配水施設を整備するととも
に、水量の安定供給確保のため、吉田
給水区と甲田給水区との連絡管を設置

継続　消防団詰所等の整備
　　　　 　9,241万8千円
消防力強化のため、消防団車両、耐震性貯
水槽、消防団詰所等を整備
　 　
継続　下水道加入促進補助金
　　　　 　1,135万円
下水道加入促進のため、排水設備工事を補助

継続

継続

新規　八千代支所庁舎の整備
　　　　 　769万円
八千代支所整備の実施設計業務
　 　
新規　「道の駅」の整備
　　　　 　2,108万8千円
国道54号の魅力を高める沿線活性化のため
「道の駅」の調査・測量・設計等に着手
　 　
重点　地域公共交通の活性化
　　　　 　1億1,200万円
「お太助ワゴン」などの「新公共交通システ
ム」の円滑な運営のための業務委託
　 　
重点　光ネットワークの整備
　　　　 　11億1,000万円
「お太助フォン」の設置など、光回線を利用
したブロードバンド環境の整備
　 　
重点　結婚サポート事業
　　　　 　403万9千円
結婚相談員・コーディネータを配置し、結
婚相談、情報交換会、イベントを開催。未
婚の男女に出会いの場と交流の機会を提供
　 　
重点　安芸高田市に住めーる補助金
　　　　 　3,949万円
子育て・婚活世帯の住宅新築・宅地購入への補助、
市内業者を利用した安全・安心・住環境リフォー
ム及び空き家の再生リフォームに対する補助
　 　
継続　道路の新設改良
　　　　 　1億1,260万円
市道10路線の新設改良事業

継続

新規　市制施行10周年記念事業
市制施行10周年を記念した事業を実施
新規　・記念式典の開催・市民憲

章の策定事業
　　　　　 　270万円
合併後の市政運営に功績のあった方々
の表彰や市民憲章の制定等
　　　・安芸高田市花火大会開催事業
　　　　　 　700万円

例年の花火大会を市制10周年を記念して、
規模を拡大

継続　ワンストップ総合窓口事業
　　　　 　1,102万5千円
住民にわかりやすい、きめ細かな窓口サー
ビスの実施

拡充

継続

重点　生涯学習センターの整備
　　　　 　2億4,270万円
向原町の生涯学習・文化活動の拠点を確保
するため、生涯学習センターの建築本体工
事を実施
　 　
重点　学校施設の耐震化を推進
　　　　 　9,496万3千円
中学校施設の耐震補強工事実施設計・監理
業務、耐震補強工事及び大規模改造工事
　 　
継続　学習補助員・非常勤講師の配置
　　　　 　2,545万4千円
「確かな学力」の習得に向け学習補助員等を
小中学校に配置

継続

新規　・文化芸術事業
　　　　　 　480万円
いっこく堂腹話術ライブショー＆杉山
兄弟シャボン玉ショーの開催
新規　・毛利隆元展開催事業
　　　　　 　239万6千円
毛利隆元没後450年目として、毛利隆元
展・隆元関係シンポジウム・隆元ゆかり
の地探索ツアーを開催
新規　・安芸高田市宝人展開催事業
　　　　　 　50万円
安芸高田市出身者で多大な業績を残さ
れた方々を「宝人」として紹介する事業

市の花：紫陽花　市の木：桜
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高円宮杯U-18サッカーリーグ2012チャンピオンシップ
優勝
サンフレッチェ広島F.Cユース（吉田高等学校）

第29回全日本BMX選手権大会　エリートアンドジュニアウーマン
優勝
山野本 悠里さん（吉田高等学校）

第3回中高生「開発援助標語」コンテスト　
最優秀賞
武藤 真由さん（吉田高等学校）

全国規模の大会の優勝者におく
られるメイプル賞を受賞

第56回全国高等学校選抜レスリング大会
（個人74キロ級）
3位
末本 隼哉さん（三次高等学校）

全国大会で好成績を
おさめました

第4回全日本少年春季軟式野球大会
青野 翔さん（広島スターズ・八千代中学校）

全国大会に出場しました

いきいきクラブたかみや（総合型地域スポーツクラブ）
　広島県民の体力つくり運動の推進を図ることを目
的に、地域、職域で体力つくりを組織的に推進し、
顕著な成果をあげている団体を顕彰する「広島県体
力つくり優良団体表彰」。
　「いきいきクラブたかみや」は、平成20年6月の
設立以来、高宮地区を中心に、体力の増進、スポー
ツの振興を図っていることが評価され、このたび表
彰されました。おめでとうございます。

広島県体力つくり優良団体
表彰おめでとうございます

　４月より、皐月メリッサさんが、ポルトガル語の通訳・翻訳員として勤
務されることになりました。
　皐月さんには、ポルトガル語圏の方が市役所を訪れた際の手続などを手
助けしていただきます。

皐月メリッサさんからひとこと
　みなさん、はじめまして。私は皐月メリッサと申します。
　ブラジルのマットグロッソ・ド・スルから日本に来て18年になります。
　日本の男性と結婚し、２歳の息子と安芸高田市で楽しく暮らしています。
　４月から、通訳・翻訳員として、安芸高田市に暮らすブラジル人のサポートをさせていただいています。
　これから安芸高田市のみなさんとブラジル人のかけ橋になれるよう、一生懸命がんばりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

ポルトガル語の通訳・翻訳員を紹介します

交通安全功労団体
安芸高田市交通安全運動推進隊
　広島県民の交通安全
意識の高揚を図ること
を目的に、春の全国交
通安全推進運動の一環
として開催された、平
成25年広島県交通安
全県民大会で表彰されました。おめでとうございます。

広島県知事表彰
おめでとうございます
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

「
市
民
憲
章
」
の
制
定
に
あ
た
っ
て

　

安
芸
高
田
市
は
、
本
年
3
月
で
合
併
10

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
、
確
実
に
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
安
芸
高
田
市
が
、

ま
す
ま
す
飛
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今

こ
の
時
期
に
行
政
と
し
て
何
を
な
す
べ
き

か
、
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
は
ど
う
行

動
す
べ
き
か
、
改
め
て
問
い
直
す
時
期
に

来
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
合
併
10
年
目
を
機
に
、
本

年
12
月
に
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を

計
画
し
て
お
り
、そ
の
折
に
、「
市
民
憲
章
」

を
制
定
し
発
表
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　
「
市
民
憲
章
」
は
、市
民
が
自
ら
の
「
ま

ち
」
の
理
想
を
掲
げ
、
実
現
に
向
け
て
一

人
ひ
と
り
が
努
力
す
る
た
め
の
行
動
規
範

と
な
る
も
の
で
す
。

　

先
般
、
学
識
経
験
者
、
地
域
振
興
会
及

び
市
議
会
の
代
表
者
で
構
成
す
る
安
芸
高

田
市
民
憲
章
審
議
会
を
設
置
し
、
制
定
に

向
け
て
諮
問
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
諮
問

に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
前
提
に

（
1
）「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
が
反

映
さ
れ
る
も
の
」（
2
）「
分
か
り
や
す
く

唱
和
し
や
す
い
も
の
」（
3
）「
歴
史
や
文

化
、
自
然
環
境
な
ど
安
芸
高
田
ら
し
さ
が

反
映
さ
れ
る
も
の
」
の
3
つ
の
条
件
を
付

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
回
の
審
議
会
で
は
、
会
長
に
広
島

経
済
大
学
の
川
村
健
一
教
授
が
、
ま
た
副

会
長
に
は
市
議
会
か
ら
塚
本
近
議
長
が
選

任
さ
れ
「
前
文
」「
本
文
」
の
形
式
に
つ

い
て
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
す
る

要
項
な
ど
、
初
回
と
は
い
え
活
発
な
ご
議

論
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
私
が
委
員
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
強
調
し
た
こ
と
は
、「
オ
ー
ル

安
芸
高
田
」と
言
う
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、「
サ
ッ
カ
ー
は
吉
田
」「
土
師
ダ

ム
の
桜
は
八
千
代
」「
神
楽
は
美
土
里
、

高
宮
」「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
甲
田
」「
シ
ョ

ウ
ブ
や
カ
タ
ク
リ
は
向
原
」
と
言
う
こ
と

で
は
な
く
、
全
市
民
の
財
産
（
お
宝
）
と

し
て
支
援
や
応
援
、
共
有
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る

こ
と
に
共
通
す
る
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
制
定
す
る「
市
民
憲
章
」

に
は
、「
オ
ー
ル
安
芸
高
田
」
の
精
神
が

盛
り
込
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
先
般
、
私
は
、
首
相
官
邸
に
お
い

て
直
接
、
安
倍
総
理
に
お
会
い
し
「
三
本

の
矢
」
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
「
三
矢
（
み
つ
や
）」
は
「
財
政
出
動
」

「
金
融
緩
和
」「
成
長
戦
略
」
で
あ
り
ま
す

が
、
安
芸
高
田
市
に
は
先
ほ
ど
も
申
し
上

げ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
伝
統

に
裏
付
け
ら
れ
た
六
町
独
自
の
文
化
が
あ

り
、
ま
た
こ
れ
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
地
域

の
皆
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
は
こ
の
「
六
つ
の
矢
」
を
結

集
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
、
去
る
3
月
31
日
に

開
催
し
た
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
の
全
日
本
総

合
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
優
勝
祝
賀
会
に

は
、
市
内
全
域
か
ら
約
６
０
０
人
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
、「
オ
ー
ル
安
芸
高
田
」
に
向
け
て
、

大
き
な
手
応
え
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成25年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

35件

2人

38人

34件

2人

47人

＋1件

0人

－9人

死 者 数

負傷者数

H25.3末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○高齢歩行者の方へ
　◇横断開始時だけでなく、横断中も左右の確認を行いましょう。
　◇信号機や横断歩道がある場所で横断しましょう。
　◇夜間は、反射材・ＬＥＤライトを活用しましょう。
○高齢運転者の方へ
　◇速度を控えめにし、慎重な運転を心がけましょう。
　◇体調がすぐれない時の運転や長時間運転は控えましょう。
　◇全席シートベルトの着用、高齢運転者標識を表示しましょう。
○一般運転者の方へ
　◇高齢者を認めた際は、速度を落とし動静に注目しましょう。
　◇横断歩道の近くでは速度を落とし、歩行者がいないときも一
時停止をしましょう。

●5月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）　　1日（水）・9日（木）・10日（金）・31日（金）

62

高齢者(特に75歳以上)の交通死亡事故が多発！
　広島県内では、３月末現在19人、安芸高田市内では２人の高
齢者が交通事故で亡くなられています。
　ゴールデンウィークの時期、行楽地に向かう車の増加等、交通
状況が変化します。
　安全確認をしっかり行い、交通ルールを守って運転しましょう。

　安芸高田市で高齢者をねらった振り
込め詐欺の電話がかかっています。
　代表的な振り込め詐欺を紹介しま
す。
「オレオレ詐欺」
～事例～
　孫から電話がかかってきた。
「おばあちゃん、今日中に借金を返さないと大変なことに
なる」と泣かれた。
　時間がないので、とにかく急いで孫の言う口座にお金を
振り込んだが……。

「還付金詐欺」
～事例～
　「年金未払い分の還付手続きの期限です」と年金事務所
の職員を装って電話が入る。
　あわててキャッシュカードを持って銀行に行き、携帯電
話で担当者の指示を受けながらＡＴＭ（現金自動預払機）
を操作したら、自分の預金口座からお金が消えた……。

　一人で動いてはいけません。
　いったん電話を切って、
　親族、警察に連絡しましょう。

振り込め詐欺の手口
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　おむつをいつ、どのようにはずすのか、親にとっては
悩ましい課題のひとつです。
　ライフスタイルやさまざまな考え方、個人差もあり、
具体的な方法を知る機会も少ないことが、その要因と
なっています。おしっこの間隔が長くなり、尿意を感じ
始める１歳頃から２歳半頃にかけて次の４つのステップ
でトイレットトレーニングを進めてみましょう。

★ステップ０：子どものおしっこの間隔を確
かめよう

★ステップ１：おしっこに誘ってみよう
誘うタイミング

・朝起きたとき・外出前・就寝前などがオムツがえの
タイミング。
・遊びを中断して連れて行かれるとトイレ嫌いになっ
てしまい逆効果です

排尿の３つの感覚を大切に
①「チーが出る」
②「チーを見る」
　 （自分がしたおしっこをみせる）
③「チーを聞く」
　 （チー出たねと言葉かけをする）

★ステップ２：布パンツにしてみよう
いつ布パンツに切り替える？

・外出する時は必要に応じてトレーニングパンツやオ
ムツを併用してみましょう。
・おもらしも、「チーを見る」機会です。おしっこの
間隔があいてきたら思い切って布パンツにしてみま
しょう。

★ステップ３：誘わないで待ってみよう
・トイレに誘った時、失敗無くおしっこができる回数
が増えたら、今度は自分から「おしっこ」と予告す
るのを待ってみましょう。
おしっこが溜まる感覚を感じさせて

・なかなか自分から告知しない場合、誘うタイミング
を遅らせて、膀胱におしっこが溜まった感覚を子ど
もに感じさせてみる

★Goal：出る前に予告できれば完了
・一度完了したと思っても、安定するまでには１～
２ヶ月かかります。後戻りしてしまうこともありま
すから、焦らずに待ってみましょう。
・失敗しても叱らない事が大切です。

スタートのめやす
・一人で歩ける
・言葉をある程度理解
し、片言で話せる
・おしっこの間隔が１時
間半～２時間くらいあ
く

おしっこが出そうなサイン
・もじもじして落ち着か
ない
・ズボンやパンツに手を
かけて下ろそうとする
・オムツの前に手を当て
てトントンする

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

５月21日（火）
(10:00～12:00)

中央保健
センター
３階

第２回「輝くママになろう♪」
★妊娠期・授乳期ママの栄養
ミニ講座♪

★妊娠中のデンタルケアと赤
ちゃんのお口の話♪

★妊娠中から始めるエクササ
イズで骨盤ケア♪

栄養士
歯科衛生士
助産師
保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※開催時間が10：00～12：00に変更していますので、お
間違いないようおいでください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。

※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は６月
25日（火）≪赤ちゃんのお世話～沐浴・抱き方・おむつ替え
にチャレンジ～と骨盤ケアエクササイズ≫を予定しています。
※予約先：保健医療課　 42-5633

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

５月
10日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※４か月児相談、２歳６
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：４か月児相談は平
成25年１月生まれ。

　２歳６か月児相談は平
成22年11月生まれ。

※内容：身体計測・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

５月
17日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

５月
24日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます。事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

トイレットトレーニングの進め方

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

５月15日（水）
10：00～11：30

中央保健
センター
　３階

５月８日

～

５月14日

★１歳７か月児
～未就学児と
その家族
★５か月児～１
歳６か月児を
持つ保護者

歯ブラシ
（親子とも）

お茶・タオル

のびのび教室　～ブラッシング教室～
★お口の中をのぞいてみよう！★
　歯科衛生士による歯磨きの仕方や、お口のケ
アの話などがあります。また、子どもと栄養士
とのおやつクッキングもあります。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42-5633）へお申し込み
ください。

【乳幼児健康教室】
すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ
方など分りやすく説明します。離乳食を作って
試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

５月31日（金）
10:00～11:30

中央保健
センター
　３階

５月24日

～

５月30日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・
タオル

この３つの感覚を
繰り返し経験する
うちに「おしっこ
をする」ことを学
んでいきます。

⎫
｜
｜
⎬
｜
｜
⎭
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター

【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ

ルームは、子育て中の親子が集い交流しあえる場所です。
３歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。おしゃべりをして、
ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■活動時間は45分程度ですが、参加人数や季節により時
間が前後する場合があります。
■＊託児はありませんが、対象年齢ではない、ごきょうだ
いを連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
５月16日（木）
10:00～10:15　受付
10:15～11:00　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢　
　０歳～１歳

５月30日（木）
10:00～10:15　受付
10:15～11:00　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢　
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場
５月９日（木）
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H21年11月生まれ

中央保健
センター

５月16日（木）
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H23年10月生まれ

中央保健
センター

５月23日（木）
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年７月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

４月５日（金）に行われた、安全安心パレード出発式での
一コマ(関連記事26ページ)

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
５月１日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

５月７日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

５月７日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

５月８日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

５月９日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

５月９日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

５月10日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

（ 園 庭 開 放 ）
５月14日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

５月14日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

５月16日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

５月16日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

５月17日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
５月21日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

５月21日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

５月24日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放

５月28日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

５月29日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

５月30日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

５月31日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６
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性
別
は
女
性
と
男
性
だ
け
？

　

今
年
度
は
私
が
勉
強
し
て
い
る

文
化
人
類
学
と
い
う
視
点
か
ら
お

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
文
化

人
類
学
は
世
界
各
地
の
様
々
な
文

化
を
調
べ
て
「
人
間
と
は
何
か
」

を
考
え
る
学
問
で
、
同
時
に
自
分

の
文
化
の
見
直
し
を
さ
せ
て
も
く

れ
ま
す
。
ひ
と
つ
例
を
挙
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
当
然
の
よ
う
に
性
別

は
女
性
と
男
性
の
二
つ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
男
の
体
で
男
の

心
と
い
う
よ
う
に
心
と
体
が
一
致

し
て
い
る
こ
と
が
普
通
で
、
違
う

と
障
害
と
さ
れ
ま
す
。
性
同
一
性

障
害
で
す
。
し
か
し
、
障
害
と
み

な
さ
い
な
い
社
会
も
あ
り
ま
す
。

各
地
で
呼
び
方
は
違
い
ま
す
が
、

文
化
人
類
学
で
は
そ
れ
を
「
第
三

の
性
」と
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
イ
ン
ド
に
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
と

い
う
第
三
の
性
が
あ
り
ま
す
。
男

女
に
加
え
、
性
別
に
ヒ
ジ
ュ
ラ
が

あ
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
本

で
は
そ
の
よ
う
な
人
は
障
害
が
あ

る
と
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ン
ド
で
は

そ
う
で
は
な
く
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
は
ヒ

ジ
ュ
ラ
と
い
う
社
会
的
に
認
め
ら

れ
た
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

周
知
の
よ
う
に
男
女
だ
け
の
性

に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
日
本
に
多

く
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
は
書

類
に
あ
る
性
別
の
欄
で
男
か
女

か
、
ど
ち
ら
を
選
べ
ば
い
い
の
か

悩
む
こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

も
し
性
別
欄
に
第
三
の
性
が
あ
れ

ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
迷
う
必
要

も
な
く
、
障
害
と
思
わ
な
く
て
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
三
の
性

を
加
え
る
の
は
変
だ
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
性
別
の
欄

に
「
Ｘ
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
女

性
と
も
男
性
と
も
思
わ
な
い
人
が

選
ぶ
性
別
で
す
。

　

日
本
で
も
第
三
の
性
が
あ
れ
ば

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
生
ま
れ
た
ま

ま
の
自
分
の
性
の
あ
り
方
を
肯
定

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
界

の
様
々
な
文
化
を
見
る
こ
と
で
自

分
の
文
化
を
見
直
す
。
当
た
り
前

が
当
た
り
前
で
な
い
と
知
っ
た
時

に
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

第
三
の
性
は
そ
れ
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　

 

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

講
師
）

イラスト：県立広島大学
ロナルド・スチュアート 
准教授
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「
大
雨
災
害
」

　

日
本
は
独
特
な
自
然
環
境
に
よ
り
大

雨
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
や

す
く
、
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
や
台
風
に

よ
る
水
害
が
全
国

各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
日
頃
か
ら
天
気
予
報
を
確
認
し
て
、

大
雨
な
ど
で
水
害
が
予
想
さ
れ
る
と

き
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
収
集
を
行
う
。

②
緊
急
時
に
備
え
て
、
貴
重
品
や
非
常

用
食
料
を
入
れ
た
非
常
持
ち
出
し
用

の
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
。

③
雨
の
降
り
方
は
、
市
内
で
一
様
と
は

限
ら
ず
、
峠
や
山
を
境
に
「
大
雨
」

と
「
少
雨
・
曇
り
」
と
言
う
事
も
あ

り
得
ま
す
。
こ
の
た
め
実
際
の
雨
の

降
り
方
が
一
番
良
く
分
る
の
は
地
域

に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。
避
難
経
路

上
の
危
険
性
が
少
な
い
う
ち
に
早
め

に
自
主
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
に
備
え
る
！

　

大
き
な
被
害
を
出
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。地
震
は
、

前
触
れ
な
く
突
然
発
生
し
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

地
震
発
生
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
日
頃
か
ら
家
庭
や
職
場
で
話
し

合
い
を
行
い
地
震
に
対
す
る
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
外
出
先
で
は

・
人
が
大
勢
い
る
施
設
で
は
、
施
設
の

係
員
の
指
示
に
従
い
、
あ
わ
て
て
出

口
に
走
ら
な
い
。

・ 

街
中
で
は
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
や
、

看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下
に
注

意
し
て
建
物
か
ら
離
れ
る
。

・
山
や
が
け
付
近
で
は
、
落
石
や
が
け

崩
れ
に
注
意
す
る
。

■
家
庭
等
で
の
日
頃
の
備
え

　

建
物
に
特
別
な
被
害
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
家
具
の
転
倒
や
散
乱
に

よ
っ
て
、
逃
げ
道
を
無
く
し
、
逃
げ
遅

れ
た
り
室
内
で
ケ
ガ
を
負
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
家
具
等
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

11件
（11件）

117件
（348件）

2件
（6件）

1件
（3件）

3月

1時間雨量
10～20ミリ

この程度の雨で
も長く続く時は
注意が必要。

1時間雨量
20～30ミリ

側溝や下水、小
さな川があふ
れ、小規模の崖
崩れが始まる。

1時間雨量
30～50ミリ

山崩れ･崖崩れ
が起きやすくな
り危険地帯では
避難の準備が必
要。

1時間雨量
50～80ミリ

マンホールから
水が噴出する。

1時間雨量
80ミリ

雨による大規模
な災害の発生す
るおそれが強
く、厳重な警戒
が必要。

雨量と水害

←Ｌ型金物

家具
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食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

★にんじんにはビ
タミンＡが多く、
皮フや粘膜を健
康に保つ働きや
目の疲れやドラ
イアイを防ぐ働
きがあります。

にんじゃ炒め

（ひとり分　エネルギー：27kcal、塩分:０.8g）

♪材料（４人分）♪

にんじん ………120ｇ
ちりんめんじゃこ …20～30ｇ
梅干し（中） ……２個
オリーブ油 ………少々

♪作　り　方♪

①にんじんは細い千切りにする。
　梅干しは種を取りみじん切りにす
る。
②フライパンにオリーブ油を熱し、
にんじんを炒め、次にじゃこを
入れて炒め、最後に梅干し
を入れて味を調える。

私た
ちが紹介します

安芸高田市食生活改善推進協議会安芸高田市食生活改善推進協議会
高　宮　支　部高　宮　支　部

たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室
 保健医療課　 ４２－５６３３

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことがで
き、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を図ることができます。

コ ー ス 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース
（10時～11時）

体脂肪燃焼
コース

(19時～20時）

対　 象 吉田･八千代
地域の方

甲田･向原
地域の方

高宮･美土里
地域の方 市内全域

と　 き

６月３日～
　７月15日
毎週月曜日

５月30日～
　７月11日
毎週木曜日

６月７日～
　７月19日
毎週金曜日

５月30日～
　７月11日
毎週木曜日

午前10時～11時　７回コース
※希望者には無料で送迎があります。
※定員に余裕があれば対象地域以外か
らも参加できます。
　ただし、送迎はありません。

午後７時～
　　　８時
７回コース

申込期間 ５月３日（金）～５月16日（木）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名（定員を超える場合、新規申し込みの方を優
先とさせていただきます。）

参 加 費 2,100円（温泉プール利用料1回につき500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　 ５９－００５９

移動献血のお知らせ
 (400mL献血)
・ 　５月２日（木）
　　　　　10：00～11：00

　　　　　　　　　　　12：00～15：30
 市民文化センター　
　　　　　　　　　　　（クリスタルアージョ）

断酒会
広島断酒会ふたば会　中田克宣
090-4802-1865
 ※詳しい内容はお問合せください。

　５月３日（金）　18：30～22：30
　ふれあいプラザ向原
　５月６日（月）　13：30～15：30
　　５月17日（金）　19：00～21：00
　　５月31日（金）　19：00～21：00
　吉田人権会館ハートプラザよしだ

こころの相談会
 保健医療課　 42－5633

　生活しているなかで精神的なしんどさ、生活の
しづらさを感じることはありませんか。次のよう
なことで、お困りのことがある方、ご家族の方、
また、関係者の方、お気軽にご相談ください。
　専門医が相談に応じます。（秘密は厳守します。）
　５月28日（火）13：30～15：30
　中央保健センター
　西部保健所広島支所　保健課　 082-513-5521
　　福祉保健部保健医療課　　　　 0826-42-5633
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

解
雇
や
倒
産
な
ど
で
離
職
さ
れ
た

方
（
非
自
発
的
失
業
者
）
が
、
在
職

中
と
同
程
度
の
負
担
で
医
療
保
険
に

加
入
で
き
る
よ
う
、
国
民
健
康
保
険

税
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
を
受
け
る
に
は
必
ず
届
け
出
が

必
要
で
す
。

■
軽
減
と
な
る
対
象
者

1
、
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

2
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

又
は
、
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い

止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）
の
方

※
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
の

離
職
コ
ー
ド
が
左
表
の
い
ず
れ
か

注
意　

軽
減
対
象
者
は
「
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
」
で
判
断
し
ま
す

の
で
、「
雇
用
保
険
特
例
受
給
資

格
者
証
」
や
「
雇
用
保
険
高
齢
受

給
資
格
者
証
」
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
　
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
税
の
軽
減
内
容

　

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額

は
、
毎
年
度
加
入
者
の
前
年
中
所
得

で
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
非
自
発
的
失

業
者
の
方
は
前
年
中
の
給
与
所
得
を

30
／
100
に
減
額
し
た
上
で
算
定
し
ま

す
。

■
保
険
税
の
軽
減
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら

そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度

末
、
又
は
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
ま
で
。

■
軽
減
を
受
け
る
に
は

　

該
当
者
は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

1
、
失
業
さ
れ
た
方
の
「
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
」

2
、
認
め
印

●
届
出
窓
口

　

税
務
課
・
保
健
医
療
課
・
各
支
所

窓
口
係

●
問
い
合
せ
先

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

　

税
務
課　
　

４
２

－

５
６
１
４

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９
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の
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
「
こ
こ
ろ
の
健
康
・
ア
ル

コ
ー
ル
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
お
う

　

毎
朝
、
通
学
、
通
勤
と
い
う
の
に
な
ん
だ
か
や
る
気
が
起
き
な
い
、
疲
れ

や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

４
月
か
ら
新
し
い
環
境
に
な
り
、
５
月
の
連
休
明
け
に
失
望
感
や
無
気
力

感
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
５
月
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
が
始
ま
り
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、
新
し
い
環
境
に
な
じ
も
う

と
、
緊
張
感
を
保
ち
続
け
る
こ
と
で
、
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
余
裕
が
出
て
く
る
と
知
ら

ず
知
ら
ず
に
溜
ま
っ
て
い
た
心
身
の
疲
労
が
で
て
き
ま
す
。

　

誰
で
あ
っ
て
も
、
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
自
覚
が
な

く
て
も
、
ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
る
も
の
で
す
。
な
ん
と
な
く
疲

れ
を
感
じ
た
時
は
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
だ
り
、
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン

を
し
た
り
し
て
、ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
を
み
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
元
気
な
こ
こ
ろ
で
元
気
な
毎
日
〜
こ
こ
ろ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
術
〜
」

 

こ
こ
ろ
元
気
研
究
所　

鎌
田
敏
所
長　

講
演
内
容
抜
粋

●
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
と
、
身
体
面
の
サ
イ
ン
（
下
痢
・
便
秘
・
胃
痛
・

不
眠
・
朝
起
き
ら
れ
な
い
等
）
と
、
精
神
面
の
サ
イ
ン
（
朝
か
ら
飲
酒

等
）
が
出
て
く
る
。
自
分
も
、
周
り
の
人
も
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。

　
　

そ
れ
を
、
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
睡
眠
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
人
と

話
す
こ
と
。

　
　

人
は
人
か
ら
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
支
え
あ
っ
て
い
る
。
こ
こ

ろ
豊
か
な
人
間
関
係
こ
そ
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
一
番
大
切
。

●
体
か
ら
こ
こ
ろ
を
ほ
ぐ
す
方
法
と
し
て

　

☆
歩
く
こ
と
は
、
緊
張
感
を
ほ
ぐ
す
、
血
流
を
よ
く
す
る
。

　

☆
呼
吸
で
、
吸
う
よ
り
吐
く
息
を
長
く
す
る
。

●
「
一
怒
一
老
」
で
は
な
く
「
一
笑
一
若
」
で
い
こ
う

　
　

人
間
一
度
怒
る
と
一
回
老
い
る
。
笑
顔
が
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
く
る
。

　

安
芸
高
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
「
こ
こ
ろ
の
体
温

計
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」
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推
進
中

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 28,121 25,362 3

退職本人 30,406 30,798 8

退職扶養 51,264 25,941 3

全被保険者 28,895 25,668 3

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成25年1月診療分
1人当たり費用額（単位：円）

離職理由 対象コード

特定受給
資 格 者

11.12.21.
22.31.32

特定理由
離 職 者 23.33.34
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敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

德 永 将
しょう

輝
き

久 安 愛
かな

乃
の

髙 瀬 凛
り

央
お

今 田 春 人
浅 田 正 則
髙 安 久 登
吉増 トミコ
植 田 勝 惠
入 江 康 彦
長者原 スミ
新 家 一 夫

花 登 五 月
増 田　 貢
井上 ミツコ
髙 下　 務
好岡 ヲヤエ

砂田 キヨミ
田村 コユキ

桜 尾 章 荘

住田 フミヱ
行部 アヤコ
田 村 　 勇
海 野 　 盛
垣 内 　 進

向 井 敏 行

田 口 　 忠

井上 ヲスミ
小 野 滿 直
小 田 信

盆 子 原 一
いっ

颯
さ

住 廣 美
み

香
か

辻 本 悠
ゆう

峨
が

小 野 真
ま

由
ゆ

奈
な

本 多 真
ま

梛
な

森 田 藍
あい

輝
き

吉 田 町

（男）

（女）

（女）

（男）

（女）

（男）

（女）

（女）

（男）美土里町

高 宮 町 甲 田 町

吉 田 町

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 常 友 ）

（下入江）

（多治比）

（ 山 手 ）

（ 相 合 ）

（ 川 本 ）

八千代町

（佐々井）

（佐々井）

（ 下 根 ） 

（ 下 根 ） 

（ 上 根 ）

美土里町

（ 本 郷 ）

（ 本 郷 ）

（ 北 ）

高 宮 町

（ 川 根 ）

（ 川 根 ）

（ 川 根 ）

（ 原 田 ）

（羽佐竹）

甲 田 町

（上小原）

（上小原）

向 原 町

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 戸 島 ）

85

87

86

102

74

66

87

84

64

76

91

90

96

88

87

65

82

88

85

89

84

93

78

99

80

74

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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共に励んだメンバーと奏でる音
吉田中学校吹奏楽部第3回定期演奏会
　部活動は、学級とはまた違った関係を育むもの。同
じ目標に向かって切磋琢磨するうち、切っても切り離
せないような友情が芽生えるのかもしれません。
　3月24日（日）、クリスタルアージョで、吉田中学
校吹奏楽部のみなさんが、素晴らしい音を響かせまし
た。安芸高田ウインドアンサンブルや北広島町立千代
田中学校吹奏楽部の出演もあった演奏会。吉田中学校
吹奏楽部のみなさんが奏でる音は、かけがえのない仲
間たちと共に、限られた期間でしか出すことのできな
い音を感じさせてくれました。

八千代の丘美術館
第11期入館作家・第12期入館作家交代式
　全国でも稀な個展形式の展示を行う八千代の丘美
術館に入館する事は、広島県の作家たちの間で一つ
のステータスになっています。
　今年も、新たな作家たちの入館が行われました。
4月14日（日）、八千代の丘美術館で行われた、作
家交代式。新たに入館した第12期の作家の方は、
「八千代の丘美術館に入館できたことを誇りに思う」
と語ります。
　式後は、作家が作品の解説を直接行うギャラリー
トークも行われ、芸術を満喫する日となりました。

ひろしま神楽グランプリ2012受賞記念
神楽ドーム特別公演
　11月に行われたひろしま神楽グランプリ2012。
グランプリを目指す各神楽団の舞は、目を閉じれば未
だによみがえってきそうなほど、熱いものでした。
　あの時の感動をもう一度。3月31日（日）、神楽門
前湯治村神楽ドームで、旧舞の部グランプリの津浪神
楽団（安芸太田町）、新舞の部グランプリの横田神楽団
（安芸高田市）が特別公演を行いました。さすが、あの
熱戦を制した神楽団の舞。激しさと優美さを兼ね備え
た演舞に、お客さんはうっとりとした時間を過ごしま
した。

春の歓びを全身で表現
安芸高田市各地で、可憐な花が開花
　華やかに咲き誇る花々が、春の訪れを告げてくれ
ます。視線を転じれば、青く広がる空と、温かく輝
く太陽。生命に息吹が吹き込まれる季節です。
　今年も、市内中で可憐な花々が開花しました。
　景色を彩る花を愛でようと、3月30日～4月7日
には向原町かたくりの里で向原かたくり祭りが、4
月6日・7日には向原町坂でカタクリ・ミツマタ祭
り、また、土師ダムのどごえ公園では4月半ばまで
桜ちょうちんライトアップが行われるなど、各地で
一年ぶりの春の花との再会を楽しみました。

27

交通ルールを守って命を守る
安全安心パレード出発式
　４月５日（金）、市役所第２駐車場で安全安心パ
レード出発式が安芸高田市交通安全対策協議会主
催で行われました。春のあたたかい陽気にも恵ま
れ、市長、安芸高田警察署長によるあいさつ、可
愛保育園児による交通安全宣言及びアトラクショ
ンが行われ、車両パレードが出発しました。
　誰にでも起こり得る交通事故を未然に防ぐため
には、交通ルールを守って事故を防ぐことが大切
です。かけがえのない命を守るために、交通安全
への意識を高めました。

桜の名所で神楽を鑑賞
土師ダム桜まつり神楽鑑賞
　広島県でも有数の桜の名所、土師ダム。今年も美
しく咲き誇る桜の花が、多くの観光客を楽しませま
した。
　4月13日（土）には、土師ダムのどごえ公園で桜
まつり神楽鑑賞が行われました。地元の八千代神楽
団と八千代子ども神楽団による華麗な舞は、散りゆ
く桜の花びらがひらひらと踊る中、一層、優美に映
ります。花見に訪れたお客さんも、奏楽の音、躍動
感あふれる舞に足を止め、しばし時を忘れて、桜を
背景に繰り広げられる神楽の世界に浸りました。

常勝湧永、復活！目指せ４冠！
湧永レオリック選手激励会
　3月31日（日）、約600名のハンドボールファンがクリスタルアージョに集
まりました。昨年、8年ぶりに全日本総合ハンドボール選手権大会を制し、日
本一の栄冠を手にした湧永製薬ハンドボールチーム“湧永レオリック”の監督・
選手をお招きし、2013シーズンの激励会を行いました。
　今期の必勝を願っての三本の矢と花束の贈呈に続き、選手それぞれの裏話や
秘話などを聞かせていただきました。
　最後は、サインボールやサイン色紙などが当たるお楽しみ抽選会もあり、ファ
ンにとっては、憧れの選手といっしょに楽しめる至福のときとなりました。
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